
第二次　富良野市環境基本計画／H23年3月（H29年3月度変更） 第三次　富良野市環境基本計画
施策の検証結果 施策の検討案
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関連計画
の施策今後の調整

現行計画の施策の検証と、施策案の整理

施策内容 市の取組 担当課 具体的な取組実績 取組に対する課題、継続・拡充の必要性 今後の取組内容案

3.1 自然共生社会のまち 3.1 自然共生社会のまち
②持続可能な農地の保全と活用 （1）持続可能な農地の保全と活用

② 1）持続可能な地力の維持と有機肥料化の推進 1）持続可能な地力の維持と有機肥料化の推進

② 1）

・ クリーン農業の継続・拡大を推進すると同時に、研
究機関等との連携を通して、適切な施肥・農薬使
用や土壌流出の防止による持続可能な農地土壌の
保全に努めます。

クリーン農業（土壌診断、施肥の適正
使用、農薬や化学肥料の削減）の継
続・拡大を推進し、農地土壌を保全す
る。

農林課
・環境保全型農業直接支援対策事業
で農業者の取組を支援

持続可能な農業の実現のため、環境負荷
の低い営農方法の継続は必要。

〇

クリーン農業（土壌診断、施肥の適正
使用、農薬や化学肥料の削減）の継
続・拡大を推進し、農地土壌を保全す
る。

●研究機関等とも連携を図り、クリーン農業
（土壌診断、施肥の適正使用、農薬や化学
肥料の削減）の継続・拡大を推進し、農地土
壌を保全します。

環境保全型農業に取り組む農業者の増に
向け、啓発活動を強化します。また、家畜
排せつ物の適正処理を徹底します。／第3
次富良野市農業及び農村基本計画
（H30）

② 1）
・ 農作物残渣の有機肥料化を推進し、廃棄物の発
生抑制に努め、資源循環型の農業を構築します。

農作物残渣の有機肥料化を推進し、
資源循環型農業を構築する。 農林課

・JAの堆肥製造施設等を利用し、堆肥
還元によるほ場の土づくりを推進

持続可能の農業の実現に向け、継続した土
づくりが必要。

〇
農作物残渣の有機肥料化を推進し、資
源循環型農業を構築する。

●農作物残渣の有機肥料化を推進し、資源
循環型農業を構築します。

② 2）市民等との協働による農地環境の保全 2）市民等との協働による農地環境の保全

② 2）

・ 農地やその周辺の環境保全を図るため、多面的
機能支払事業」などにより、農業従事者の他、水土
里みどりネットふらの（土地改良区）、ふらの農業協
同組合、市民等と協働し、地域美化や環境保全の
活動を継続・推進します。

多面的機能支払事業を活用し地域の
環境保全活動を支援する。

農林課

・農地周辺の草刈りや緑化など環境保
全活動に対して支援
・農村の多面的機能の維持増進に向
け、地域共同による維持管理及び農村
環境の資源向上活動を支援

日本型直接支払制度として法に基づいた取
り組みであり、継続が必要。

〇
多面的機能支払事業を活用し地域の
環境保全活動を支援する。

●農地やその周辺の環境保全を図るとともに、
農村の多面的機能を維持増進するため、多面
的機能支払事業などを活用し、地域の美化活
動や環境保全活動を支援します。

② 4）環境・観光・農業の連携 3）環境・観光・農業の連携

② 4）

・ 「北のクリーン農作物表示制度」（北海道）、「エ
コファーマー制度」（農林水産省）等の制度を活用
して、消費者に対する安全安心な農作物の提供と
PR を推進します。

安全安心な農作物、クリーン農業、地
産地消の取組の支援を行い、消費者
（市民、観光客等）へのPR を推進
する。 商工観光課

・ふらのアスパラ祭りの開催
・メイドインフラノ事業の実施
・ふらの未来農業EXPOの開催

・計画期間中にメイドインフラノ事業が、地元
農産物を原料とする加工食品の認定制度
へと制度が生まれ変わったため、この施策にそ
ぐわなくなった感がある
・農林課の担当事業を掲載した方が良いの
では?

〇
安全安心な農作物、クリーン農業、地産
地消の取組の支援を行い、消費者（市
民、観光客等）へのPR を推進する。

・農林課へも内容確認
→下の行に記載

×

② 4） 農林課 ・ふらの未来農業EXPOの開催

・当初６次産業化商品の商品改善とPRの
場づくりとして行った展示即売会については、
同時期にイベントがあることと新商品開発や
新規取組までは広がらなかったため継続はし
ない。
・農業者が効果的に情報収集できるようにセ
ミナーの集約化を図ったが、テーマの統一性
が減じ、学びを深めにくい形式となってしまっ
た。課題については検討し継続する。

〇
生産現場、雇用環境、品質管理をコン
セプトとしたセミナーを行い、学びを深めら
れるような形式でフォーラムを継続する。

●市民や観光客などの消費者と生産者を効果
的につながられるよう、安全安心な農作物やク
リーン農業、地産地消の取り組みについてのセミ
ナーを開催するなど、継続的に支援していきま
す。

② 4）

・ 「メイドインフラノ事業」を推進し、１次産業・２次
産業・３次産業をつなぐ取り組みを推進します。

商工観光課

・メイドインフラノ事業として、スタートアップ
フォーラム、パワーアップセミナー、ふらの食
の商談会、メイドインフラノ認定事業等を
実施

・食品表示やHACCPなど、製造者が制度
改正へ対応するので手一杯。
・市民や消費者への浸透、製造者のメリット
の拡充

〇
・ 「メイドインフラノ事業」を推進し、１次
産業・２次産業・３次産業をつなぐ取り
組みを推進します。

●「メイドインフラノ事業」を推進し、１次産業・
２次産業・３次産業をつなぐ取り組みを推進し
ます。

③森林の保全と育成 （2）森林の保全と育成
③ 1）総合的な森林の整備及び保全の推進 1）総合的な森林の整備及び保全の推進

③ 1）

・ 「富良野市森林整備計画書」に基づき、重視すべ
き機能に応じた森林の区分（水土保全林、森林と
人との共生林、資源の循環利用林）を行い、多様
な森林の整備及び保全を推進します。

「富良野市森林整備計画書」に基づ
き、多様な森林の整備及び保全を推
進する。 農林課

・民有林の造林、除間伐、下刈に対して
助成
・市有林の間伐、造林、下刈を実施

森林資源の重要性は変わらないので、適正
管理の推進を継続。

〇
「富良野市森林整備計画書」に基づき、
多様な森林の整備及び保全を推進す
る。

●「富良野市森林整備計画書」に基づき、重
視すべき機能に応じた森林の区分（水土保全
林、森林と人との共生林、資源の循環利用
林）を行い、多様な森林の整備及び保全を推
進します。

③ 1）

・ 北海道や森林組合と協力して、森林施業の共同
化・合理化、担い手の育成・確保を促進し、安定的
な林業経営を推進します。

森林施業の共同化・合理化、担い手
の育成・確保を促進し、安定的な林業
経営を推進する。

農林課

・事業主に対し、作業員の就業日数に
応じて福利厚生に係る経費を助成
・森林作業員に対し、作業員本人と事
業主が積み立てた掛金に、就業日数に
応じ奨励金を交付

当市の森林所有者の大部分が小規模所有
者であり、林業経営が不安定であることか
ら、労働環境条件が厳しく、かつ、収入が不
安定であるため、対策を継続する必要があ
る。

〇
森林施業の共同化・合理化、担い手の
育成・確保を促進し、安定的な林業経
営を推進する。

●北海道や森林組合と協力して、森林施業の
共同化・合理化、担い手の育成・確保を促進
し、安定的な林業経営を推進します。

就業条件の整備により、林業労働者の育
成・確保を図るとともに、林内道路網を有効
に活用した間伐事業の合理化及び間伐材
のチップ材やバイオマス活用の促進に努めま
す。／第5次富良野市総合計画後期基本
計画（H27）

③ 1）

・ 森林荒廃地やアスベスト鉱山跡地の緑化を推進
し、水源かん養、水質浄化等の森林機能の向上を
図ります。

森林荒廃地やアスベスト鉱山跡地の緑
化を推進する。

環境課
・北海道と連携し、アスベスト鉱山跡地
の緑化推進状況を確認

今後も北海道と連携し、アスベスト鉱山跡
地の緑化を推進していく必要がある。

〇
森林荒廃地やアスベスト鉱山跡地の緑
化を推進する。

●水源かん養、水質浄化等の森林機能の向
上を図るため、北海道と連携し、森林荒廃地や
アスベスト鉱山跡地の緑化を推進します。

良質な水の安定供給を確保する観点から
適切な保育・間伐を促進しつつ、下層植
生、樹木の根を発達させる施業を行うととも
に、伐採に伴う裸地面積の縮小及び分散を
図る施業を推進する。／富良野市森林整
備計画（H30）

③ 2）多様な主体や観光と連携した森づくりの推進 2）多様な主体や観光と連携した森づくりの推進

③ 2）

・ 市民、環境団体、民間企業との協働による森づく
りを進めるとともに、植樹・育林活動と環境をテーマと
した体験学習等を推進します。

市民、環境団体、民間企業との協働
による森づくりを進めるとともに、植樹・
育林活動と環境をテーマとした体験学
習等を推進する。

商工観光課

・富良野市市民植樹祭を開催
・富良野岳原始ケ原登山コース整備修
繕の実施
・湿地帯における植生復元作業の実施
・市民登山会を実施

・当課も原始ヶ原登山道整備などでのかか
わりはありますが、市民植樹祭は農林課?
森林環境に親しむ体験学習等は生涯学習
センターでも実施していますので、そちらの事
業も取り入れてはいかがでしょうか?

〇

・ 市民、環境団体、民間企業との協働
による森づくりを進めるとともに、植樹・育
林活動と森林環境をテーマとした体験学
習等を推進します。

・農林課（市民植樹祭）→H30
まで開催、以降開催予定なし
・生涯学習センター（森林環境に
親しむ体験学習）→⑫幅広い世
代への環境教育、環境学習の推
進（次世代を担う人材の育成）
で整理

●市民、環境団体、民間企業との協働による
森づくりを進めるとともに、植樹・育林活動と森
林環境をテーマとした体験学習等を推進しま
す。

市民植樹祭（農林課）は今後開催予
定がないため、「植樹・育林活動」に該当
する事業があるのかどうか?
商工観光課の事業としては、登山道の
整備、登山機会の提供といったものが該
当。

①水環境の保全 （3）河川環境の保全
① 1）良好な河川環境の保全と維持 1）良好な河川環境の保全と維持

① 1）

・ 市内の自然河川を保全するとともに、市民や事業
者等と協力した河川の美化・管理により、良好な河
川環境を維持します。

自然河川を保全し、必要に応じて自然
に配慮した河川改修・整備を進める。

都市施設課

・河川整備を近自然工法により実施
・現地河川で採取した玉石によりフトン
籠を作成し、崩落した護岸の修繕に使
用

河川環境・整備が必要な河川がまだあること
から、今後も継続的に、自然に配慮した河
川改修や整備を行っていく必要がある。

〇
自然河川を保全し、必要に応じて自然に
配慮した河川改修・整備を進める。

●自然河川を保全し、必要に応じて自然に配
慮した河川改修・整備を進めます。

① 1）
国、道等の空知川水系の関係機関と
協力し、流域全体の水環境保全を推
進する。

都市施設課
・富良野市道路河川愛護会による空知
川水系２級河川の草刈りの実施

河川環境保全のため、今後においても道路
河川愛護会により2級河川の草刈り実施を
行っていく必要がある。

〇
国、道等の空知川水系の関係機関と協
力し、流域全体の水環境保全を推進す
る。

●国、道等の空知川水系の関係機関と協力
し、流域全体の河川環境保全を推進します。

④野生生物との共生と保護活動の推進 （4）野生生物との共生と保護活動の推進
④ 1）野生鳥獣被害対策の促進 1）野生鳥獣被害対策の促進

④ 1）

・ 「富良野市鳥獣被害防止計画」等に基づき防除
事業の継続的な推進と、国や北海道、猟友会と連
携した総合的な野生鳥獣被害対策を促進します。

「鳥獣被害防止計画」に基づき防除事
業を継続的に推進する。

農林課

・農作物被害防止、外来生物対策のた
めの捕獲器の設置と処理を実施
・ヒグマ出没情報の発信、注意看板の
設置

野生鳥獣被害は継続しているため、対策の
継続が必要。

〇
「鳥獣被害防止計画」に基づき防除事
業を継続的に推進する。

●エゾシカ、ヒグマ、アライグマ等の野生鳥獣被
害は継続しており、特にアライグマの捕獲数が急
増していることから、「富良野市鳥獣被害防止
計画」等に基づき駆除活動及びその支援策を
強化していきます。
●国や北海道、猟友会と連携した総合的な野
生鳥獣被害対策を展開します。

通番号20の「課題・今後
の取組内容」の一部をここ
で整理しています。

④ 2）外来生物問題の普及啓発活動の推進 2）外来生物対策の促進

④ 2）

・ 特定外来生物（アライグマ、セイヨウオオマルハナ
バチ等）による生態系、人的・農林業への被害や、
生態系や景観を損なう外来植物の繁茂等の各種
問題について、市民、事業者への情報提供や啓発
活動を推進します。

鳥獣被害や外来生物問題に関する情
報を収集し、市民、事業者に対する啓
発を行う。 農林課

・アライグマ等の捕獲はこ罠の貸し出し
・外来生物に関する情報発信

アライグマの捕獲数が急増しており、対策の
拡充が必要。（R2から中型動物用の電気
柵設置助成を開始）

〇
普及啓発活動を推進するとともに、駆除
を進める。

●アライグマ、セイヨウオオマルハナバチ等の特定
外来生物による生態系、人的・農林業への被
害や、生態系や景観を損なう外来植物の繁茂
等の各種問題について、市民、事業者への普
及啓発活動を推進します。

④ 3） 生涯学習セ
ンター

・特定外来生物オオハンゴンソウの防除
活動（春・夏）の実施

・市民や企業団体など有志のご協力により
一定の成果をあげているが、繁殖拡大を防ぐ
ためには今後も根気強く取り組みを継続する
必要がある。

〇
・市民や企業団体等の協力を得ながら
活動を継続する

●特定外来生物であるオオハンゴンソウの繁殖
拡大を防ぐため、市民や企業団体等の協力を
得ながら、継続的な防除活動を実施していきま
す。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画④-3）の内容

④ 3）自然保護活動や啓発活動の充実 3）自然保護活動や啓発活動の充実

④ 3）

・ 市内の自然保護活動や啓発活動においては、多
様な主体（市民、環境団体、市外在住者や観光
客）の参加を推進し、人材の育成と活動の充実を
図ります。

市内の自然保護活動や啓発活動
（太陽の里ふれあいの森のヘイケボタ
ルが生息できる環境づくり、夕張・芦別
山系のナキウサギ個体群保全活動、
自然観察会など）のPR や人材育成
を推進する。 生涯学習セ

ンター

・ヘイケボタル生息調査の実施と観察会
の開催
・花と蝶、きのこ、星空、ナキウサギなど、
自然観察会の開催（年4～5回）
・山川草木を育てる集い植樹祭への参
加（4/29）

・郷土の身近な自然を題材とした体験活動
の実施や、民間団体の活動支援を行うこと
により、市民の環境教育の推進に寄与してき
たが、⾧年取り組みをけん引してきた方々が
高齢化等を理由に活動の第一線から離れる
ケースも見られることから、人材確保の一層
の推進を図る必要がある。

〇

・身近な自然に対する認識を深めて戴け
るよう様々な機会の提供に努める
・観察等の調査活動を継続的に実施
し、情報の蓄積とその教育的活用を図る
・各種企画への一般市民参加をはじめ、
関係機関や市民団体等との連携協力を
図る中で、人材育成と新たな人材確保
を図る

【今後の方向性】
見直しではなく、継続する中で担い
手たる人材を見出すという考え方で
あるため、継続とする。

●身近な自然に対する認識を深めてもらえるよ
う、自然と触れ合える様々な機会の提供に努め
ます。
●自然観察等の調査活動を継続的に実施し、
情報を蓄積するとともに、その教育的活用を図っ
ていきます。
●自然保護活動員の高齢化により、継続的な
取組みが難しくなってきていることから、各種企画
への一般市民参加をはじめ、関係機関や市民
団体等との連携協力を図る中で、人材育成と
新たな人材確保を図っていきます。

④ 3）

自然環境団体やNPO 等と連携した野
生生物保全活動を推進する。

生涯学習セ
ンター

鳥沼公園の地下水位測定や定点撮影
を年15回程度実施し、環境変化を監
視している。そのほか、随時植生調査な
どの自然環境調査も行っている。その結
果、湿地林の乾燥化とそれに伴う樹木
相の変化（ハンノキの減少）・草本層
の変化（減少:ミズバショウなど・増
加:クマイザサ・バイケイソウなど）が判
明した。

乾燥化・植生の変化を受けて、湿地からの
排水の減少を減らすため、排水路に土のうを
つめたが、効果は得られていない。ハンノキの
生育する湿地林は鳥沼公園のほか1ヵ所し
か確認されておらず、保全のためには散策路
や排水路の変更などより抜本的な対策が必
要と考えられる。

〇

・引き続き自然環境調査を行い、状況を
注視する。
・調査結果を元に、市内の自然史研究
者や、公園整備に係る部署と連携して今
後の対策を検討する。

【今後の方向性】
課題（改善のための対策が必要と
いう方向性）はこれまでの活動によ
り露見しており、状況を見ながら必
要に応じて対応する。見直しではな
く継続。

●湿地林の乾燥化と植生の変化について、引き
続き自然環境調査を行い、状況を注視するとと
もに、調査結果を元に市内の自然死研究家や
公園整備にかかる部署と連携して、今後の対策
を検討していきます。

【誤字修正】
自然死研究家→自然史研究家

（5）自然環境資源の有効活用
1）地域特有の自然環境の有効活用

●植樹・育林活動などの森林環境をテーマとし
た体験学習を企画するなど、市の有する豊富な
自然環境資源を活用し、多くの観光客や市民
の参加を促します。

現行計画③-2）を参考に
整理

●富良野市の観光資源である農村景観を適
切に保全するとともに、富良野ブランドの確立を
図っていきます。

現行計画⑥-2）を参考に
整理

●市内には豊かな自然環境が残っていることか
ら、それらを観光資源として有効に活用するとと
もに、教育や学習の場として活用していきます。

現行計画⑫-2）を参考に
整理

第三次計画の「施策の検討案」についての凡例 
 赤字：現行計画からの見直し部分 

 青字：現行計画の「施策の内容」を参照した部分 

 うす赤塗：新規で位置づけたもの 

 グレー塗：第 3次計画に入れないものなど 
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第二次　富良野市環境基本計画／H23年3月（H29年3月度変更） 第三次　富良野市環境基本計画
施策の検証結果 施策の検討案
ｎ 今後の方向性

継
続

見
直

廃
止

拡
充

新
規 施策案 担当課意見 補足

関連計画
の施策今後の調整

現行計画の施策の検証と、施策案の整理

施策内容 市の取組 担当課 具体的な取組実績 取組に対する課題、継続・拡充の必要性 今後の取組内容案

3.2 循環型社会のまち 3.2 循環型社会のまち
⑤ごみの減量化・リサイクル対策の継続的な推進 （6）ごみの減量化・リサイクル対策の継続的な推進

⑤ 1）ごみ減量化やリサイクル対策の継続的な推進 1）ごみ減量化やリサイクル対策の継続的な推進

⑤ 1）

・ ごみの減量化やリサイクルに対する普及啓発活動
を継続的に推進し、さらなる「ごみゼロ」に対する市
民・事業者意識の高揚に努めます。

ごみ減量化等に関する普及啓発活動
（ごみ分別説明会、広報、フェア・環
境展、レジ袋削減等）を継続的に実
施する。

環境課
・ふらの環境展の開催
・ふらのフリーマーケットの開催
・リサイクルフェアの開催

各種イベントの開催によりごみ減量化等の普
及系活活動を継続していく必要がある。

〇

食品ロス、ごみ減量化等に関する普及啓
発活動（ごみ分別説明会、広報、リサイ
クルマーケット、環境展等）を継続的に
実施する。

●ごみの減量化やリサイクルに対する市民意識
が定着するよう、食品ロス、ごみ減量化等に関
する普及啓発活動（ごみ分別説明会、広報、
リサイクルマーケット、環境展等）を継続的に実
施します。

⑤ 1）

ごみ削減やリサイクルの成果や効果を
分かりやすく市民に公表し、さらなる取
組を推進する。 環境課

・廃棄物の処理及びリサイクルの概要の
作成
・広報を通じて分別のQ&A等を周知

各種媒体を通して市民に継続してごみ減量
化やリサイクルについて呼びかけていく必要が
ある。

〇
ごみ削減やリサイクルの成果や効果をわ
かりやすく市民に公表し、さらなる取組を
推進する。

●ごみ削減やリサイクルの成果や効果をわかりや
すく市民に公表し、さらなる取組を推進します。

⑤ 2）廃棄物処理・資源循環システムの維持 2）廃棄物処理・資源循環システムの維持

⑤ 2）

・ 市民、事業者に対するごみ分別の徹底を継続的
に推進し、現在の廃棄物処理・資源循環システム
（固形燃料化、有機肥料化等）の維持による高い
資源化率を継続します。

現在の廃棄物処理・資源循環システ
ム（固形燃料化、有機肥料化等）の
維持による高い資源化率を継続する。 環境課

・広域分担処理を行い、資源循環シス
テムを維持し、リサイクル率概ね90％を
維持

高いリサイクル率を維持してきているので、今
後もごみ分別を徹底していきたい。

〇
現在の廃棄物処理・資源循環システム
（固形燃料化、有機肥料化等）の維
持による高い資源化率を継続する。

●概ね90％と高い資源化率を維持していくた
め、現在の廃棄物処理・資源循環システム
（固形燃料化、有機肥料化等）を継続してい
きます。

近年の技術革新を取り入れた新たな廃棄
物循環システムの検討導入を推進し、更な
る資源化率向上を目指します。／富良野
市一般廃棄物処理基本計画（H30）

⑤ 2）
・ 市内でのバイオ燃料利用など近年の技術革新を
取り入れた新たな廃棄物循環システムの検討を進め
ます。

市内でのバイオ燃料利用など近年の技
術革新を取り入れた新たな廃棄物循
環システムの検討を進める。

環境課
・平成30年度より衛生用品の資源化処
理事業を開始

市内で作られた固形燃料（RDF)を、市内
利用拡充が図られるよう検討する必要があ
る。

〇
市内で生産した固形燃料（RDF)を市
内で利用できる地域循環型システムを構
築する。

●市内で生産した固形燃料（RDF)を、市内
で利用・拡充が図れるよう、地域循環型システ
ムの構築に向けた取り組みを進めます。

●プラスチック資源の3Rや代替資源への推進 3）プラスチック資源の3Rや代替資源への推進

プラスチック資源の３Rのため、ワンウェイプラスチックの
使用削減や、ブラスチックごみの適正排出について、
啓発を行っていく。

環境課

・ワンウェイプラスチック（レジ袋）の使用
削減のため、エコバックの利用促進。
・容器包装プラスチックごみの適正回収・
処分を実施。

プラスチックごみの適正な分別ため、市民への
継続した指導啓発が必要。

〇
プラスチック資源の３Rのため、ワンウェイプ
ラスチックの使用削減や、ブラスチックごみ
の適正排出について、啓発を行っていく。

●プラスチック資源の３Rのため、ワンウェイプラス
チックの使用削減や、ブラスチックごみの適正排
出について、普及啓発を行います。

（7）ごみの適正処理とストックの有効活用の推進
⑥ 4）不法投棄・ポイ捨て対策の推進 1）不法投棄対策等の推進

⑥ 4）

・ 関係機関（上川総合振興局、管内市町村）、
警察、市民などと連携を図り不法投棄の監視体制
を強化するとともに、不法投棄者に対しては厳格に対
処します。

関係機関（上川総合振局、管内市
町村）、警察、市民などと連携を図
り、不法投棄の監視体制を強化する。 環境課 ・不法投棄パトロールを実施

毎年、不法投棄が後を絶たないことから、監
視体制を強化し継続した取り組みを行う必
要がある。

〇
関係機関（上川総合振局、管内市町
村）、警察、市民、事業所などと連携を
図り、不法投棄の監視体制を強化する。

●不法投棄が後を絶たないことから、関係機関
（上川総合振局、管内市町村）、警察、市
民、事業所などと連携を図り、不法投棄の監視
体制を強化します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画⑥-4）の内容

●ストックの維持管理・有効活用 2）ストックの維持管理・有効活用の推進

・既存のインフラにおける⾧寿命化、防災機能の向
上、省エネルギー化の推進等のストックの価値向上

●公共施設や交通・エネルギーインフラ等の⾧
寿命化、防災機能の向上、省エネルギー化を
進め、既存のインフラの価値向上、有効活用を
図ります。

3.3 快適環境社会のまち 3.3 快適環境社会のまち
⑥魅力ある森林・農村景観の保全と都市景観の形成 （8）魅力ある農村景観の保全と都市景観の形成

⑥ 1）総合的な景観行政の推進 1）総合的な景観行政の推進

⑥ 1）

・ 「景観法」に基づき富良野の自然、歴史、文化等
の人々の生活、経済活動との調和により形成される
景観の保全・創出に関する総合的な景観行政を推
進します。

「景観法」に基づく景観条例の制定や
景観計画の策定を検討し、富良野の
自然的条件や社会的条件と調和した
景観づくりを推進する。

企画振興課

・富良野市景観計画策定委員会の開
催
・小学生対象ワークショップ（富良野まち
なみ探検）、外国人留学生ワークショッ
プの実施
・富良野市景観計画（案）に関する説
明会の実施
・富良野らしさ自然環境を守る条例に基
づき事前協議を実施

・富良野市景観計画策定委員会により富
良野市景観計画（案）を策定
・R２.８より富良野市景観条例が施行さ
れ、同条例に基づき、富良野市景観審議
会を設置し、富良野市景観計画を決定する
予定
・富良野らしさ自然環境を守る条例は廃止

〇
景観条例及び景観計画に基づき、良好
な景観の形成を図る

●景観条例及び景観計画に基づき、良好な景
観の形成を図ります。

⑥ 2）

・ 農業の担い手や組織の育成、農業や観光業が連
携した体験型観光、地産地消の促進などによって農
業経営の安定化・富良野ブランドの確立を図り、農
業振興を推進し、環境観光資源としての農村景観
を保全します（施策内容の詳細は、「②持続可能
な農地の保全と活用」を参照）。

耕作放棄地の再生利用を推進し、農
村景観の保全を図る。

農林課

・農業担い手対策の実施
・農地流動化の推進
・農業インフラの整備
・日本型直接支払制度の活用

持続可能の農業の実現のため、総合的な
対策の継続が必要。

〇

・ 農業の担い手や組織の育成、農業経
営の安定化・富良野ブランドの確立を図
り、農業の振興を図り、環境観光資源と
しての農村景観を保全します（施策内
容の詳細は、「②持続可能な農地の保
全と活用」を参照）。

●農業の担い手や組織の育成、農業経営の安
定化・富良野ブランドの確立等による農業の振
興を図ることで、耕作放棄地の再生利用等、環
境観光資源としての農村景観を保全します。

「耕作放棄地」は富良野市はないので削
除

⑥ 3）快適な都市景観の形成 2）良好な都市景観の形成

⑥ 3）

・ 市民、事業者、観光客等の環境美化意識を高
め、全ての主体が地域の景観形成に参加・協力頂
けるよう取り組むとともに、人口減少・高齢化社会に
対応した都市景観づくりを推進します。

環境美化に対する市民、事業者、観
光客の意識啓発を図るとともに、美化
運動を支援する。 環境課

・春と秋に環境美化運動を実施
・各種団体によるごみ拾い活動に対し
て、ごみ袋等の支援を実施

環境美化意識を持ち続けるためにも、環境
美化運動やごみ拾い活動を継続して取り組
んでいただけるよう、市として支援をしていく。

〇
環境美化に対する市民、事業者、観光
客の意識啓発を図るとともに、美化運動
を支援する。

●環境美化に対する市民、事業者、観光客の
意識啓発を図るとともに、美化運動を支援しま
す。

⑥ 3）

公園緑地や街路等の公共施設の⾧
寿命化やユニバーサルデザイン化を進
め、安全安心で地域住民に潤いとゆと
りを提供する都市空間の形成を推進す
る。

都市施設課
・⾧寿命化事業により、遊具やフェンスな
どを整備

継続して公園⾧寿命化事業により、遊具や
フェンス等の整備を行う。また、街路等の道
路整備にあっては交通バリアフリー計画に基
づき整備を行い、安心安全で地域住民に潤
いとゆとりを提供する。

〇

公園緑地や街路等の公共施設の⾧寿
命化やユニバーサルデザイン化を進め、安
心安全で地域住民に潤いとゆとりを供給
する都市空間の形成を推進する。

●公園緑地や街路等の公共施設の⾧寿命化
やユニバーサルデザイン化を進め、安心安全で
地域住民に潤いとゆとりを供給する都市空間の
形成を推進します。

（9）良好な生活環境の維持（典型7公害）
① 2）排水対策の継続的な推進 1）良好な水環境の維持

① 4）

・ 河川等の公共用水域の水質を継続的に監視する
ともに、監視結果を公表します。

定期的な水質調査（河川等の公共
用水域）を実施し監視する。

環境課 ・主要河川水質調査の実施
河川の水質検査を毎年実施し、監視を継
続していきたい。

〇
定期的な水質調査（河川等の公共用
水域）を実施し監視する。

●良好な水環境を維持するため、河川等、公
共用水域において、定期的に水質調査を実施
し、その調査結果を公表します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画①-4）の内容

市民の暮らしに必要な安全･安心で清浄な
水道水の安定供給のため、適切な水道施
設の整備、維持管理を行うとともに、経営の
健全化に努めます。／第5次富良野市総
合計画後期基本計画（H27）

① 2）
・ 市、市民、事業者が一体となった排水対策を推進
し、排水による汚濁負荷を減します。

工場・事業場に対する継続的な法令
遵守の徹底を推進する。 環境課 ・北海道と連携し、法令遵守に努める

今後も北海道と連携し、法令遵守の徹底を
推進していく必要がある。

〇
工場・事業場に対する継続的な法令遵
守の徹底を推進する。

●排水対策として、今後も北海道と連携し、工
場・事業場に対する継続的な法令遵守の徹底
を推進します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画①-2）の内容

農業・畜産系の排水対策を啓発・指導しま
す／富良野市環境保全行動計画
（H13）

① 2）

継続的に公共下水道整備を推進し、
下水道への接続に対する啓発活動を
行う。 上下水道課

・水洗化に対する相談、助言
・市HPによるPR
・カード型下水道広報パンフレットの配布

処理区域内における下水道未接続につい
て、住宅や施設の老朽化、高齢化による改
修財源の確保が困難であり、継続したPRを
行う必要がある。

〇
環境展で水循環や汚水処理など展示
し、下水道事業PRを強化していく。

●下水道処理区域における下水道への接続を
増やしていくため、環境展で水循環や汚水処理
など展示するなど、下水道事業の理解とPRを強
化していきます。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画①-2）の内容

① 2） 上下水道課
既存設備の改修はリホーム補助対象だが、
新築は対象外のため、助成等の対策が必
要である。

〇

下水道処理区域外の浄化槽整備促進
地区指定を検討し、公共用水域の環境
保全に努める。
※下水道処理区域外における汚水処理
（し尿・生活雑排水等）を推進する。

●下水道処理区域外における汚水処理（し
尿・生活雑排水等）を推進するため、浄化槽
整備促進地区指定を検討するなど、公共用水
域の環境保全に努めます。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画①-2）の内容

浄化槽については、定期的な保守点検、清
掃および法定検査が機能維持のために極め
て重要であるため、広報等を通じてその徹底
に努めると共に、単独処理浄化槽の合併処
理浄化槽への転換を指導する。／富良野
市生活排水処理基本計画（H24）

① 3）
・ 北海道等と協力し、安全な地下水の確保のため
監視体制を維持・継続します。

北海道等と協力し、安全な地下水の
確保のため監視体制を維持・継続す
る。

環境課
・北海道等と連絡を取り合い、安全な地
下水確保に努めている

今後も北海道等と協力しながら、監視を継
続していく必要がある。

〇
北海道等と協力し、安全な地下水の確
保のため監視体制を維持・継続する。

●北海道等と協力し、安全な地下水の確保の
ため監視体制を維持・継続します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画①-3）の内容

⑦ 1）事業活動に対する継続的・日常的な対策の推進 2）良好な大気環境の維持

⑦ 1）

・ 関係法令に基づき、工場、事業場等で生じる日
常的な問題への対応や地域住民との良好な関係づ
くりの支援を進めるとともに、より良い大気環境づくり
の啓発に努めます。

歩行者や自転車利用者が安全で安
心して通行できるまちづくりを計画的に
推進する。

都市施設課
・道路改良舗装工事による歩道、車道
の整備

道路整備（歩道新設）を行うことで、歩行
者や自転車利用者が増え、結果的に自動
車利用が減ったことにより大気汚染が若干で
はあるが減少している。
（この施策内容に、この取り組みの文言は
必要なのでしょうか?）

〇
歩行者や自転車利用者が安全で安心
して通行できるまちづくりを計画的に推進
する。

・この内容は、新たな枠踏になる「徒
歩・自転車利用の推進」での整理
の方がよいかもしれません。
→「大気環境」より「徒歩・自転車
利用の推進」で整理する。

●歩行者や自転車利用者が安全で安心して
通行できるまちづくりを計画的に推進する。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画⑦-1）の内容

⑦ 1）
工場・事業場に対する継続的な法令
遵守の徹底を推進する。 環境課 ・北海道と連携し、法令遵守に努める

今後も北海道と連携し、法令遵守の徹底を
推進していく必要がある。

〇
工事・事業場に対する継続的な法令順
守の徹底を推進する。

●良好な大気環境を維持するため、北海道と
連携し、工場・事業場に対する継続的な法令
順守の徹底を推進する。

⑦ 1）
相談・苦情など日常的な問題に対する
対応や地域住民との良好な関係づくり
の支援を進める。

環境課
・相談、苦情等があれば、関係部署と協
力し対処を行っている

今後とも関係部署と協力し対応が必要 〇
相談・苦情など日常的な問題に対する対
応や地域住民との良好な関係づくりの支
援を進める。

●工場・事業場等に対して、相談・苦情など日
常的な問題に対する対応や地域住民との良好
な関係づくりの支援を進める。

⑧ 1）近隣公害や未規制地域に対する対策の推進 3）騒音・振動及び悪臭対策の推進

⑧ 1）

・ 近隣公害（生活に密着した住まいや生活環境を
めぐる近所同士のトラブル）や関係法令に基づく規
制地域外の問題に対する相談・苦情窓口を設け日
常的な問題に対する対応や地域マナーづくりの支援
を進め、地域社会の向上を図ります。

相談・苦情など日常的な問題に対する
対応や地域住民との良好な関係づくり
の支援を進める。 環境課

・自動車騒音常時監視調査を実施
・相談、苦情等があれば、関係部署と協
力し対処を行っている

相談・苦情に対して対応できる体制の整備
や、自動車騒音常時監視調査を継続して
いく必要がある。

〇
相談・苦情など日常的な問題に対する対
応や地域住民との良好な関係づくりの支
援を進める。

●生活に密着した住まいや生活環境をめぐる近
隣同士のトラブルや、関係法令に基づく規制地
域外の問題に対して、相談・苦情窓口を設け、
日常的な問題に対する対応や、地域マナーづく
りの支援を進めます。

⑧ 2）

・ 関係法令に基づき、工場、事業場等で生じる日
常的な問題への対応や地域住民との良好な関係づ
くりの支援を進めるとともに、より良い生活環境づくり
の啓発に努めます。

工場・事業場に対する継続的な法令
遵守の徹底を推進する。

環境課
・ホテル建設の際には住民説明会を開
催するよう業者に要請し、地域住民との
良好な関係づくりを行っている

・外国資本により大型ホテル等の建設が増え
ており、それに伴い苦情相談件数も増加して
いる。地域住民との良好な関係が保てるよ
う、問題が発生した場合は速やかに対応し
課題解決に努める必要がある。

〇
工場・事業場に対する継続的な法令遵
守の徹底を推進する。

●工場や事業場などで生じている日常的な騒
音・振動、悪臭等の問題へ対応するとともに、
地域住民との良好な関係づくりを支援します。
●近年、外国資本による大型ホテル等の建設
が増えており、地域住民とのトラブルに繋がる可
能性が高いことから、事業者に対して法令順守
を徹底するよう指導します。

●土壌汚染の防止 4）土壌汚染の防止

・市民に対し、土壌汚染に関しての教育、広報活動
を行う。
・周辺住民への健康影響のおそれがある場合は、北
海道と連携、情報交換し対応する。

環境課 ー
・日常から広報誌等を通じて情報提供し、
市民の土壌汚染に対する理解が向上するよ
うに努力する必要がある。

〇

・市民に対し、土壌汚染に関しての教
育、広報活動を行う。
・周辺住民への健康影響のおそれがある
場合は、北海道と連携、情報交換し対
応する。

●市民に対し、土壌汚染に関しての教育、広
報活動を行います。
●周辺住民への健康影響のおそれがある場合
は、北海道と連携、情報交換し適切な対応を
行います。

（10）有害化学物質への対応
⑦ 2）大気（アスベスト:石綿）監視の実施 1）アスベスト監視の実施

⑦ 2）
・ 市内にはアスベスト（石綿）鉱山跡地があることを
鑑みて、大気質（アスベスト）の状況を継続的に監
視すると共に、監視結果を公表します。

定期的な大気質調査（アスベスト）を
実施し監視する。 環境課

・大気環境測定を実施
・北海道と連携し、アスベスト鉱山跡地
確認

アスベスト鉱山跡地の現地調査や大気環境
測定を継続して実施し、監視していく必要が
ある。

〇
定期的な大気調査（アスベスト）を実
施し監視する。

●市内にはアスベスト（石綿）鉱山跡地がある
ことから、定期的なアスベストについての大気調
査を継続的に実施し、監視します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画⑦-2）の内容

●有害化学物質対策の推進 2）有害化学物質対策の推進

・市民や事業者、行政など様々な関係者が環境中
の化学物質のリスクに関する情報を共有ため、普及
啓発を行う。

環境課 ー
・化学物質やリスクの概念などに関する情報
が十分でないため、関係者への普及啓発が
必要。

〇
・市民や事業者、行政など様々な関係
者が環境中の化学物質のリスクに関する
情報を共有ため、普及啓発を行う。

●市民や事業者、行政など様々な関係者が環
境中の化学物質のリスクに関する情報を共有た
め、普及啓発を行います。

（11）健康で質の高い生活環境の実現
●地方移住、二地域居住の促進 2）地方移住、二地域居住の促進

・移住希望者や２地域居住希望者に対し、ワンス
トップ相談窓口による情報提供や体験移住などを進
め、市民や各団体・事業所との連携により地域経済
やコミュニティの活性化を図る。

企画振興課

・移住相談ワンストップ窓口の設置、ホー
ムページやフェイスブックによる情報発信、
首都圏等での移住相談会、移住希望
者に対する就業体験ツアーなどを、ふらの
市移住促進協議会との連携により実
施。

・ふらの市移住促進協議会が平成21年5月
に設置されて以来、10年が経過し、移住相
談件数の減少や全国各地で移住定住促進
の取組が行われている現状にある。

〇
・雇用と移住と住宅の施策を総合的に推
進する庁内体制や協議会のあり方を検
討する。

●雇用と移住と住宅の施策を総合的に推進す
る庁内体制や協議会のあり方について検討しま
す。

「地方移住、二地域居住の推進」は富
良野市の環境基本計画に盛り込むのは
無理があるため削除
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現行計画の施策の検証と、施策案の整理

施策内容 市の取組 担当課 具体的な取組実績 取組に対する課題、継続・拡充の必要性 今後の取組内容案

3.4 低炭素社会のまち 3.4脱炭素社会のまち
⑨地球温暖化対策等の推進と実践 （11）地球温暖化防止策の推進と実践

⑨ 1）計画的な地球温暖化対策の推進 1）計画的な地球温暖化防止策の推進

⑨ 1）

・ 「富良野市地球温暖化対策実行計画」に基づ
き、市民、事業者、市の全ての主体が協働のもと計
画的に温室効果ガス排出量を削減し、削減目標の
達成を推進します。

「富良野市地球温暖化対策実行計
画」に基づき、計画的に温室効果ガス
排出量を削減し、削減目標の達成を
推進する。

環境課
・太陽光発電システム導入補助事業を
実施
・ペレットストーブ購入補助事業を実施

現状のままでは地球温暖化に歯止めがかか
らないため、より高い目標を立て、市民・事業
者・市の全ての主体が協働して取組を行わ
なければならない。

〇
「富良野市地球温暖化対策実行計画」
に基づき、計画的に温室効果ガス排出
量を削減し、削減目標を推進する。

●「富良野市地球温暖化対策実行計画」に基
づき、削減目標を達成するため、市民、事業
者、市の全ての主体が協働のもと計画的に温
室効果ガス排出量の削減策を推進していきま
す。

⑨ 3）

・ 市、市民、事業者が地球温暖化に関する情報を
共有するため、国内外の先進事例や、市内の温室
効果ガス排出量の定期的な把握を行い、対策の進
捗状況を点検するとともに、その結果を公表します。

 先進事例や温室効果ガス排出量の
定期的な把握を行い、対策の進捗状
況を点検するとともに、その結果を公表
する。

環境課
・環境審議会などを開催し、情報収集に
努め、結果を環境白書などで公表する

毎年、対策の進捗状況を点検し、環境白
書を通して結果公表を継続して行うことが必
要。

〇
先進事例や温室効果ガス排出量の定
期的な把握を行い、対策の推進状況を
点検するとともに、その結果を公表する。

●先進事例や温室効果ガス排出量の定期的
な把握を行い、対策の推進状況を点検するとと
もに、その結果を公表します。

現行計画から分類・順番
を変更したもの
現行計画⑨-3）の内容

⑨ 2）富良野市の特性を活かした地球温暖化対策の推進 2）富良野市の特性を活かした地球温暖化防止策の推進

⑨ 2）

・ 温室効果ガスの排出量が増加している民生家庭
部門を中心として、ライフスタイルの転換による排出
抑制や、地域の自然的・社会的特性を活かした再
生可能エネルギー（木質バイオマス、太陽光・熱、
水力など）の利用を推進します。

※区域施策編の検討を踏まえて整理予
定

●地域特性に合った再生可能エネルギーの利
用を推進するため、補助制度の利用は、公共
施設の導入等により、普及啓発を図ります。

②公共建築物及び公共施設は基より住宅
における地域材の利活用、木質バイオマスの
利用の推進等、幅広い取組を通じて間伐
材等の利用を促進するため、川上から川下
等の関係者集まる会議や協議会等に積極
的に参加し関係者との合意形成や情報の
共有化に努めます。 ／特定間伐等促進計
画（H25）

●ごみの減量化等を推進し、温室効果ガス排
出量の削減を図っていきます。

⑨ 2）

・ 森林や緑地が持つ二酸化炭素の吸収・固定機能
を高めるために、森林の計画的な施業・管理を行うと
ともに、都市公園、道路緑地等の都市緑化の整備
や管理を推進します。

農林課
・民有林の造林、除間伐、下刈に対して
助成
・市有林の間伐、造林、下刈を実施

森林資源の重要性は変わらないので、適正
管理の推進を継続。

〇

「富良野市森林整備計画書」に基づき、
多様な森林の整備及び保全を推進 す
 る。し、CO₂吸収源としての森林を適切
に管理していきます。

・表現の若干の見直しをしてはいか
がでしょうか。
例:「富良野市森林整備計画
書」に基づき、多様な森林の整備
及び保全を推進し、CO2吸収源と
しての森林を適切に管理していきま
す。
→例のとおり修正

●「富良野市森林整備計画書」に基づき、多
様な森林の整備及び保全を推進し、CO₂吸収
源としての森林を適切に管理していきます。

●低炭素型交通体系の構築、都市のコンパクト化 3）低炭素型交通体系の構築、都市のコンパクト化
・市内地域交通の確保のため、路線バスの維持と地
域内コミュニティカーの運行により、日常生活の利便
性の確保を図る。 企画振興課

・路線バス（４路線）の維持のために、
赤字補填を継続実施。
・東山、山部、島ノ下地区のコミュニティ
カー運行による地域住民の交通手段の
確保。

・路線バス、鉄道、コミュニティカー等の利用
エリアにおける地域住民・利用者の減少。

〇
・路線バス、鉄道、コミュニティカー等の総
合的な公共交通体系のあり方について
検討する。

●路線バス、鉄道、コミュニティカー等の総合的
な公共交通体系のあり方について検討します。

・規制、誘導により秩序ある効果的な土地利用を図
るとともに、市街地の無秩序な拡大の抑制と都市の
既存ストックの有効活用を推進することにより、様々
な機能がコンパクトに集積した都市構造の形成に取
り組む。

都市建築課

・都市マスタープランの全面改定作業
（R1～2年度）
・富良野市中心市街地活性化基本計
画（H26.11～R2.3）に基づく各種都
市機能のまちなか集約（虹いろ保育所
の開所など）とまちなか居住への誘導
（まちなか居住促進助成条例の制定な
ど）
・既存ストックを再利用した公民連携によ
る都市機能の複合的更新（フラノ・コン
シェルジュ整備事業）

・人口減少に対応した市街地形成（コンパ
クトシティ）への継続的取り組みが必要
・機能純化に基づく合理的市街地から、市
民の様々な活動や生活が織りなす、持続可
能で多様性に富んだ市街地への転換が必
要
・この為には、互いの役割分担による「公民
連携」を一層推進し、都市のビジョンを共有
していくことが重要

〇

・公民連携による機能更新型市街地整
備手法の連鎖的展開を推進（都市再
生整備計画事業（文教地区）、東5
条3丁目地区市街地再開発事業等）
・立地適正化計画を策定し、都市のス
マート化に資する市街地の再構築を推進

●公民連携による機能更新型市街地整備手
法の連鎖的展開を推進します。※都市再生整
備計画事業（文教地区）、東5条3丁目地区
市街地再開発事業等
●立地適正化計画を策定し、都市のスマート
化に資する市街地の再構築を推進します。

⑩資源・エネルギーの有効利用と実践 （12）資源・エネルギーの有効利用と実践
⑩ 1）省エネルギー行動の更なる実践 1）省エネルギー行動の継続的な実践

⑩ 1）

・ 市民、事業者、市等が一体となって、生活習慣や
事業活動を見直し、省エネ動を実践し、ライフスタイ
ルやワークスタイルの転換を図ります。

公共施設の⾧寿命化や合理的・効率
的な維持管理を進め、資源・エネル
ギーの有効利用を図る。 総務課

・常時点灯箇所のLED化の推進
・室温管理の適正化等の節電活動の
実施

・施設の電灯のLED化は一定程度終了
・夏季の冷房温度の適正化が社会的にも定
着しており、クールビズによる空調機器の節
電に取り組んできた。

〇

施設の省エネ活動について、一定程度の
効果が見られ、取り組みも定着しているこ
とから、今後も継続した取り組みを推進
する。

●施設の省エネ活動について、一定程度の効
果が見られ、取り組みも定着していることから、
今後も継続した取り組みを推進します。

⑩ 1）

家庭や事業所に対する補助制度やモ
デル事業（公共施設）の導入によって
普及啓発を図る。 環境課

・太陽光発電システム導入補助事業の
実施
・ペレットストーブ購入補助事業の実施

・電気買取価格の低下や石油価格の下落
による再生可能エネルギー需要、関心の低
下により補助利用が少ない。更なる普及啓
発が必要。

〇
家庭や事業所のニーズにあった補助制度
となるよう適時見直しを行い、省エネル
ギー行動の普及啓発を図る。

●家庭や事業所のニーズにあった補助制度とな
るよう適時見直しを行い、省エネルギー行動の
普及啓発を図ります。

●省エネ設備の導入・利用促進 2）省エネ設備の導入・利用促進
・うちエコ診断により、CO2排出量や光熱費削減に
効果的な対策を提案する。

環境課

・うちエコ診断の診断機関として、うちエコ
診断士を家庭に派遣し、ライフスタイルに
合わせた効果的な対策や提案を行って
きた。

国の支援制度活用を促しながら省エネ設備
の導入を拡充していく必要がある。

〇
うちエコ診断により、CO2排出量や光熱
費削減に効果的な対策を提案する。

●うちエコ診断等により、CO2排出量や光熱費
削減に効果的な対策や省エネ設備の提案を進
めていきます。

⑩ 2）計画的な再生可能エネルギー利用の推進 3）計画的な再生可能エネルギー利用の推進

⑩ 2）

・ 「富良野市地域新エネルギービジョン」等に基づき、
地域の自然的・社会的特性を活かした再生可能エ
ネルギー（木質バイオマス、太陽光・熱、水力など）
の利用を推進するため、補助制度やモデル事業（公
共施設）の導入によって普及啓発を図ります。

導入可能な再生可能エネルギーの調
査、検討、事業化テストを進め、早期
実現を推進する。

環境課

・小水力発電（白鳥川）の環境整備
・平成26年度から衛生用品の固形燃
料化実証実験を通年実施し、平成30
年度より資源化処理事業をスタートさせ
た

新たな再生可能エネルギーの導入に向け、
調査・検討等を継続していくことが必要

〇
導入可能な再生可能エネルギーの調
査、検討、事業化テストを進め、早期実
現を推進する。

遠し番号41（⑨2ぽつ目）と同じ
内容になるため、統合などの検討を
してもよいかもしれません。
→統合する

●地域で導入可能な再生可能エネルギーを調
査・検討し、その利用方法や効果を分かりやすく
整理するとともに、導入支援等により、再生可
能エネルギーの利用を推進します。

・就業条件の整備により、林業労働者の育
成・確保を図るとともに、林内道路網を有効
に活用した間伐事業の合理化及び間伐材
のチップ材やバイオマス活用の促進に努めま
す。／第5次富良野市総合計画後期基本
計画（H27）

●次世代エネルギー（水素）の活用 4）次世代エネルギー（水素）の活用

環境課
※内容を入れるか、ご相談させてください。 削除

（13）気候変動への適応策の推進
●異常気象への対策 1）異常気象への対策

・震災や大雨、洪水、土砂災害時における情報伝
達体制の整備を進めるとともに、防災関係機関が協
力・連携した総合防災訓練の実施及び自主防災組
織の活性化や要援護者対策に積極的に取組み、
隣近所が支えあう防災意識の高い地域づくりに取り
組む。
・避難及び防災拠点となる公共施設の外部給電設
備等の整備に取り組む。

総務課

・総合防災訓練の実施
・防災講演会、出前講座等の実施
・避難行動要支援者台帳システムの整
備
・福祉避難所、指定避難所への非常時
外部給電設備の整備(9施設)

・地域と連携した防災訓練の実施
・自主防災組織の組織率向上と人材育成
・避難所以外の地域会館などにおける電源
確保
・情報伝達手段の整備拡充

〇

近年の災害や気象状況の変化から、防
災に対する市民意識が高まっており、安
全安心のまちづくりを推進するため、継続
した取り組みが必要である。

●近年の災害や気象状況の変化から、防災に
対する市民意識が高まっており、安全安心のま
ちづくりを推進するため、防災訓練や自主防災
組織の組織率の向上と人材育成、避難所以
外での電源確保、情報伝達手段の整備拡充
を継続的に進めていきます。

・災害を未然に防止するため、自然環境に配慮した
計画的な治山治水対策を推進する。

●災害を未然に防止するため、自然環境に配
慮した計画的な治山治水対策を推進します。

削除

●気候変動の影響への適応 2）気候変動の影響への適応
・北海道や建築士会等の関係機関と連携を図り、
北国の気候と環境に配慮した省エネ住宅や中古住
宅としての流通までを視野に入れた⾧寿命型住宅の
普及に努め、住宅に関する相談体制と情報提供の
充実を図る。

都市建築課

・北海道Ｒ住宅等の活用により良質な
住宅ストックの整備
・⾧期優良住宅の認定により、国土交
通省が定めた耐震性、省エネ性が一定
基準を上回る住宅の整備

・通常の住宅より高性能のためコストが割高
となる。
・北海道Ｒ住宅の登録業者拡充が必要

〇

・北海道や建築士会等の関係機関と連
携を図り、北国の気候と環境に配慮した
省エネ住宅や中古住宅としての流通まで
を視野に入れた⾧寿命型住宅の普及に
努め、住宅に関する相談体制と情報提
供の充実を引き続き推進する。

●北海道や建築士会等の関係機関と連携を
図り、北国の気候と環境に配慮した省エネ住宅
や中古住宅としての流通までを視野に入れた⾧
寿命型住宅の普及に努め、住宅に関する相談
体制と情報提供の充実を引き続き推進する。

←この内容がこの項目に
該当するかご相談させてく
ださい



 

 

 

第二次　富良野市環境基本計画／H23年3月（H29年3月度変更） 第三次　富良野市環境基本計画
施策の検証結果 施策の検討案
ｎ 今後の方向性

継
続

見
直

廃
止

拡
充

新
規 施策案 担当課意見 補足

関連計画
の施策今後の調整

現行計画の施策の検証と、施策案の整理

施策内容 市の取組 担当課 具体的な取組実績 取組に対する課題、継続・拡充の必要性 今後の取組内容案

3.5 活動・協働社会のまちづくり 3.5 活動・協働社会のまちづくり
⑪市民、事業者、市の協働による自主的な活動の推進 （14）市民、事業者、市の協働による自主的な活動の推進

⑪ 1）環境団体活動の拡大・強化 1）環境団体活動の拡大・強化

⑪ 1）

・ 環境団体活動の普及啓発や支援を進め、人的
ネットワークや活動ネットワークの拡大・強化を推進し
ます。

市民や事業者に対する環境団体活動
の周知、普及啓発を図り、活動の拡
大・強化を推進する。 環境課

・ふらの市民環境会議の取組（講演
会、施設見学会、ふらの環境展、ﾌﾘｰﾏｰ
ｹｯﾄ）を通じて普及啓発を図る

・ふらの市民環境会議の会員が減少してきて
いるため、組織の拡充を図り、より多くの市民
が環境活動に取組んでいける組織づくりを行
う必要がある。

〇
市民や事業者に対する環境団体活動の
周知、普及啓発を図り、活動の拡大・強
化を推進する。

●ふらの市民環境会議の会員が減少してきてい
るため、市民や事業者に対する環境団体活動
の周知等により、市民への普及啓発を図り、活
動の拡大・強化を推進します。

⑪ 2）自然環境資源を活かした多様な主体の参加 2）自然環境資源を活かした多様な主体の参加

⑪ 2）

・ 富良野の豊かな自然環境資源（森林、農地、河
川）、観光地、身近に自然と触れ合える空間（公
園や緑地）を活かして、市民、事業者、環境団体、
観光客など多様な主体が参加できる活動や取組を
支援、推進します。

富良野の豊かな自然環境資源（森
林、農地、河川）、観光地、身近に自
然と触れ合える空間（公園や緑地）
を活かして、市民、事業者、環境団
体、観光客など多様な主体が参加でき
る活動や取組を支援、推進する。

商工観光課

・修学旅行時における農業体験受入れ
を実施
・ふらの自然塾の体験受入れを実施
・遊々の森「もぐもぐハイク」事業、ウォー
キング事業の実施

・修学旅行の予約の減少
・遊々の森事業は、ガイド役の高齢化に伴
い、地域の担い手不足問題が発生

〇

富良野の豊かな自然環境資源（森林、
農地、河川）、観光地、身近に自然と
触れ合える間（公園や緑地）を活かし
て、市民、事業者、環境団体、観光客
など多様な主体が参加できる活動や取
組を支援、推進する。

●富良野の豊かな自然環境資源（森林、農
地、河川）、観光地、身近に自然と触れ合える
空間（公園や緑地）を活かして、市民、事業
者、環境団体、観光客など多様な主体が参加
できる活動や取組を支援、推進します。

⑪ 3）環境活動の拠点を活かした活動の充実 3）環境活動の拠点の維持と活動の充実

⑪ 3）

・ 太陽の里ふれあいの森（国有林:遊々の森）、
鳥沼公園、市の公有林など既往の環境活動の拠点
を活かした環境活動の充実を図ります。

環境学習拠点（太陽の里ふれあいの
森等）の利用を進め、営利目的との
仕分けやルール作りを検討し活動拠点
の充実を図る。

生涯学習セ
ンター
山部支所

・社会教育事業へのフィールド提供
・危険木除去等、散策ルートの安全管
理の実施
・地元人材によるガイド企画の開催等、
自然環境に関する意識向上の取り組み
を支援

・散策ルート整備にあたっては、協力者の高
齢化等により今後の継続が危ぶまれる状況
となっている
・その他太陽の里各施設の老朽化が進んで
いる

〇
・環境管理の後継者獲得と育成を図る
・同エリアの今後の在り方について検討を
進める

・活動の拠点自体が老朽化してお
り、今後の在り方を検討するのであ
れば、施策タイルを見直すなど、施
策と事業が合うようにできないかと
思います。
例:施策を「環境活動拠点の維
持と活動の充実」など
→散策ルートの整備に関しては今
後の維持が課題。（その点におい
ては、施策を維持に変更してもよ
い）

●環境活動の拠点となってきた、太陽の里ふれ
あいの森（国有林:遊々の森）などでは、施
設の老朽化や環境管理者等の高齢化により維
持が難しくなっているため、後継者の育成を図る
とともに、活動メニューの充実を図っていきます。

【変更】
環境管理者等→管理協力者

意図とあっているかご確認
をお願いいたします。

⑫幅広い世代への環境教育・環境学習の推進 （15）幅広い世代への環境教育・環境学習の推進
⑫ 1）幅広い世代（幼児～高齢者）への環境教育・環境学習の推進 1）幅広い世代（幼児～高齢者）への環境教育・環境学習の推進

⑫ 1）

・ 小・中学校がそれぞれ創意工夫した学校での環
境教育・環境学習を進めるとともに、幼児教育（幼
稚園）や家庭での環境教育・環境学習を推進しま
す。

学校や環境団体などと連携して、地域
の自然や環境への取組・活動を活用し
た環境教育・環境活動を推進する。 学校教育課

環境課

・市内の小学5年生または6年生が富良
野自然塾のフィールドを活用して体験学
習を実施

ゴルフ場跡地を元の森に還す「自然返還事
業」と、そのフィールドを使った「環境教育事
業」は、地球環境や自然を考える上で必要
な視点を身に着け、子どもたちの環境意識の
向上が図れている。

〇

富良野市の豊かな自然環境（富良野
自然塾のフィールド）を活用した特色あ
る環境教育の実践を引き続き進めてい
く。

・具体的な取組みがありますので、
内容を補足してはいかがでしょうか
→富良野自然塾のフィールドを追
記

●富良野市の豊かな自然環境（富良野自然
塾のフィールド）を活用した特色ある環境教育
の実践を引き続き進めていく。

⑫ 1）

保育園や幼稚園などと連携して、環境
に関する家庭教育や幼児教育（自然
とふれあう遊びや散歩、食育による自
然の恵み（食材）の体感）を支援す
る。

こども未来課
環境課

・保育所にて「食の探検隊」「自然観察」
「農作物の生育の観察や収穫、調理・
会食」を実施
・幼稚園にて「農場体験」「自然散策」を
実施

就学前の保育所、幼稚園において、自然と
ふれあい、また、地元で採れる農作物の生
育の観察や収穫の体験をすることで、自然の
恵みを幼児期から学んでいる

〇

・保育所や幼稚園などと連携して、環境
に関する家庭教育や幼児教育（自然と
ふれあう遊びや散歩、食育による自然の
恵み（食材）の体感）を支援する。

●保育所や幼稚園などと連携して、環境に関す
る家庭教育や幼児教育（自然とふれあう遊び
や散歩、食育による自然の恵み（食材）の体
感）を支援する。

⑫ 1）
・ 豊かな人生経験を有する高齢者を活用して、世
代を繋ぐ環境教育・環境学習を推進します。

●豊かな人生経験を有する高齢者に協力して
もらい、世代を繋ぐ環境教育・環境学習を推進
します。

⑫ 2）富良野の環境資源を活用した環境教育・環境学習の推進 2）富良野の環境資源を活用した環境教育・環境学習の推進

⑫ 2）

自然や産業と触れ合うことのできる体
験体感学習などの場や機会の充実に
努める。

環境課
・ふらの市民環境会議による施設見学
会の実施

市民への体験体感学習などの機会を提供
し、環境に配慮した取組を行う市民が増えて
もらえるよう継続する必要がある。

〇
自然や産業と触れ合うことのできる体験
体感学習などの場や機会の充実に努め
る。

●自然や産業と触れ合うことのできる体験体感
学習などの場や機会の充実に努めます。

⑫ 3）次世代を担う人材の育成 3）次世代を担う人材の育成

⑫ 3）

・ 少子高齢化社会に対応した次世代を担う環境教
育・環境学習のリーダーの育成と継続的な活動を推
進します。

専門的知識を有する人やボランティア、
環境団体などと連携して、地域におけ
る環境教育・環境学習のリーダーの育
成と継続的な活動を支援する。

生涯学習セ
ンター

・森林学習サポーターの育成（認定制
度の導入）
・森林学習プログラム推進事業（学習
プログラムの構築、森林ガイドの発掘・育
成）の実施
・小中学校の総合的な学習の時間の支
援
・富良野の自然に親しむ集いの開催

・プログラム構成など内容の一層の充実化が
必要
・実施校拡大に向けては、体制拡充が必要
・ハチ毒など安全管理対策が必要
・環境教育や郷土愛醸成のため、取り組み
の継続が必要

〇

・関係機関と連携協力し、内容の一層
の充実化を図る
・研修の実施や運営協議会での情報交
換等により、サポーターのスキルアップを図
る
・意欲ある人材の獲得に努め、体制の充
実化を図る

●少子高齢化社会に対応した次世代を担う環
境教育・環境学習のリーダーの育成と継続的な
活動を推進します。
●関係機関と連携協力し、育成プログラムの一
層の充実化を図ります。
●研修の実施や運営協議会での情報交換等
により、サポーターのスキルアップを図ります。
●意欲ある人材の獲得に努め、体制の充実化
を図ります。

⑬環境情報の共有化 （16）環境情報の共有化
⑬ 1）環境施策の取組結果等に関する情報提供の充実 1）環境施策の取組結果等に関する情報提供の充実

⑬ 1）

・ 市の広報などを用いた従来の情報提供の他、市の
総合的な環境情報の発信手段として、環境基本計
画の点検結果や進捗状況、市独自の環境情報に
関する年次報告を行います。

環境施策の取組結果を掲載した年次
報告を行う。

環境課
・廃棄物の処理及びリサイクルの概要の
作成

取組結果の年次報告は継続して、市民に
情報提供する必要がある。

〇
環境施策の取組結果を掲載した年次報
告を行う。

●市の総合的な環境情報の発信手段として、
環境基本計画の点検結果や進捗状況、市独
自の環境情報に関する年次報告などをHPなど
を活用し幅広く情報発信します。

⑬ 1）

市の環境状況（環境測定結果
等）、市民、事業者、市民団体等の
取組事例など、市独自の環境情報を
収集し、分かりやすく市民に提供する。

環境課
・環境白書の発行
・環境審議会の開催

より分かりやすく工夫しながら、市民に情報
提供を行っていく必要がある。

〇

市の環境状況（環境測定結果等）、
市民、事業者、市民団体等の取組事例
など、市独自の環境情報を収集し、より
分かりやすく工夫し市民に提供する。

「・・・市独自の環境情報を収集
し、より分かりやすく工夫し市民に
提供する。」としてはいかがでしょうか
→修正しました。

●市の環境状況（環境測定結果等）、市
民、事業者、市民団体等の取組事例など、市
独自の環境情報を収集し、より分かりやすく工
夫し市民に提供します。

⑬ 2）多様な情報伝達手段の活用 2）多様な情報伝達手段の活用

⑬ 2）

・ 市の広報などを積極的に活用しつつ、情報格差に
留意して多様な情報伝達手段（ホームページ、環
境展、フェア、リサイクルセンターでの常設展示）を活
用します。

多様な情報伝達手段（広報、ホーム
ページ、環境展、フェアなど）を活用す
る。 環境課

・毎月広報においてリサイクル掲示板等
の掲載
・環境展などのイベント情報を広報や
ホームページで周知

・広報誌やSNSを活用し、継続的に情報発
信していく必要がある。

〇
多様な情報伝達手段（広報、ホーム
ページ、環境展など）を活用する。

●多様な情報伝達手段（広報、ホームペー
ジ、環境展など）を活用するなど、情報の入手
のしやすさに努めます。

⑬ 2）

・ 地区・コミュニティ単位での情報提供（回覧板、出
前講座、説明会など）や、活動単位（商工会、農
業協同組合、観光協会など）での情報提供を行
い、きめの細かい効果的な情報の共有化を図りま
す。

環境情報の種類に応じて、地区・コミュ
ニティ単位、活動単位毎の提供を行
う。 環境課

・各町内会に毎月未分別ごみに対し、
警告シールの貼り付け枚数のお知らせを
行っている

きめ細かい効果的な情報を提供するには、
地区・コミュニティ単位での情報提供が必要
となる。

〇
環境情報の種類に応じて、地区・コミュニ
ティ単位、活動単位毎の提供を行う。

●環境情報の種類に応じて、地区・コミュニティ
単位、活動単位毎の提供を行います。

（17）広域的ネットワークの構築
●都市と農山漁村の連携 1）都市と農村の連携

・農村居住者と移住者、都市生活者などの連携を
進め、それぞれが持っている知恵と力を集めた地域の
創意工夫によるコミュニティ活動や地域づくりの実践
的な取組みを支援する。 農林課

・地域活性化に向けた地域活動を行う
NPO法人等の活動支援（１団体）
・新規参入者を受け入れる地域の世話
人会との連携（２団体）
・農業系の大学生の実習受け入れ（２
大学）

・よそ者の視点から刺激を受けることは、引き
続き必要。

〇

・農村居住者と移住者、都市生活者な
どの連携を進め、それぞれが持っている知
恵と力を集めた地域の創意工夫によるコ
ミュニティ活動や地域づくりの実践的な取
組みを支援する。

●農村居住者と移住者、都市生活者などの連
携を進め、それぞれが持っている知恵と力を集め
た地域の創意工夫によるコミュニティ活動や地域
づくりの実践的な取組みを支援します。


